
今月の学習会報告 ～ 医学生委員会 編～

年間を通して以下の内容について学びました。
① 医学生委員会とは
② 初期研修医について
③ 研修プログラムとローテートについて
④ 医学生とのマッチング制度について
⑤ 実習について

実際に医学生と関わりが深い医学対の方々に説明をしてもらい、
医学生や初期研修医に関する理解が深まりました。

まなmemo

医学生とのマッチング制度や研修プログラムの内容などにつ
いて委員にも詳しく知ってもらうため、委員会内で学習企画
を実施しました。

学び

医学生との繋がりの大切さについて、委員会内だけではなく院内の職
員の方々にも周知していけたらと思っています。院内にも配布してい
る医学生向け広報誌「坂坂」の記事にも学習企画で得た知識を活かし
ていきたいです。
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2026年度 診療報酬改定の概要

2026年度診療報酬改定は、2026年6月1日施行予定です。
今回の改定は、物価・人件費の上昇への対応と、医療提供体制の持続可能性の確保を目的とした見直しが
中心となります。
■ 改定の主なポイント
① 基本診療料の見直し
入院基本料・初再診料などが調整され、医療機関の基盤部分の評価が見直されます。

② 賃上げ・人材確保への対応
ベースアップ評価料の見直しなど、医療従事者の処遇改善を評価する仕組みが継続・拡充されます。

③ 急性期機能の適正評価
重症度、医療・看護必要度、実績要件などの評価がより重視され、急性期機能の明確化が進みます。

④ 地域連携・在宅医療の推進
紹介・逆紹介、退院支援、在宅移行の取り組みがより評価されます。

⑤ 医療DXの推進
オンライン資格確認、電子カルテ情報共有など、データ活用体制の整備が求められます。

■診療報酬改定のスケジュール
2月：中医協答申（事実上の内容確定）⇒3～4月：告示・通知発出（法的確定）⇒6月1日：新点数施行
2026年度診療報酬改定 中医協答申（抜粋）：詳細は下記からご確認ください。
https://www.hokeni.org/docs/2026021200012/

まなぶるへの
提案・要望は
こちらへ

まなぶるNEWSへの感想や●●の学習会
をしたい！など自由に書き込んでください。


